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森林整備の低コスト化の推進
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２
月
１
日
付
け
で
志
田
孝
一
局
長
が
退

任
し
、
新
局
長
に
漆
原
勝
彦
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

漆
原
新
局
長
か
ら
就
任
に
あ
た
り
次
の

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
26
年
７
月
ま
で
林

政
課
長
を
務
め
て
お
り
、
約
１
年
半
ぶ
り

に
林
野
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

林
政
課
長
の
と
き
は
、
丁
度
、
国
有
林

野
事
業
が
一
般
会
計
化
さ
れ
た
頃
で
あ
り
、

林
業
の
成
長
産
業
化
が
強
く
打
ち
出
さ
れ

た
時
で
あ
っ
た
。
当
時
も
、
我
が
国
の
森

林
林
業
に
追
い
風
が
吹
い
て
き
て
い
る
印

象
が
あ
っ
た
が
、
最
近
、
そ
の
追
い
風
が

益
々
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。そ

う
い
っ
た
時
期
に
再
び
林
野
の
仕
事

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
あ
り
が
た
く
う
れ

し
く
思
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
林
業
の
成
長
産
業
化
の
実

現
に
向
け
て
、
国
有
林
野
事
業
が
積
極
的

に
貢
献
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
の
関
係
者
や
国
民
の
皆
様

方
の
期
待
に
し
っ
か
り
応
え
、
ま
た
、
実

際
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
的
に
関
心
の
高
い
花
粉
発

生
源
対
策
、
鳥
獣
害
対
策
、
除
染
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。
皆
様
方
か

ら
し
っ
か
り
お
話
を
聞
き
、
ま
た
、
い
ろ

い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事
を
進

め
て
い
き
た
い
。

服
務
規
律
の
遵
守
に
つ
い
て
も
一
言
申

し
上
げ
て
お
き
た
い
。
服
務
規
律
違
反
に

つ
い
て
は

、
林
野
庁
全
体
、
農
林
水
産

省
全
体
の
信
用
を
損
な
い
、
職
場
に
無
用

な
混
乱
を
生
じ
さ
せ
、
業
務
の
円
滑
な
運

営
に
大
き
な
支
障
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
ま
た
、
何
よ
り
、
ご
本
人
、

ご
家
族
の
生
活
へ
の
悪
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
。

特
に
、
飲
酒
が
ら
み
の
不
祥
事
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
懲
戒
処
分
も
行
わ
れ
て
い

る
。服

務
規
律
の
遵
守
、
特
に
飲
酒
が
ら
み

の
不
祥
事
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

皆
様
方
と
と
も
に
、
関
東
森
林
管
理
局

が
よ
り
良
い
方
向
へ
進
ん
で
い
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

漆
原

勝
彦

出
身

鳥
取
県

う
る
し
ば
ら　

か
つ
ひ
こ

略

歴

昭
和
61
年
４
月

農
林
水
産
省
入
省

平
成
25
年
４
月

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
長

平
成
26
年
８
月

独
立
行
政
法
人

農
畜
産
業
振
興
機
構
総

括
調
整
役

平
成
27
年
４
月

中
国
四
国
農
政
局
次
長
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漆原新局長

新
局
長
に

漆
原
勝
彦

氏

（
２
月
１
日
付
）

今
月
の
表
紙

平
成
27
年
度
梶
山
地
区
広
道
倉

沢
復
旧
治
山
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
谷
止
工
）

当
箇
所
は
、
新
潟
県
の
最
西
部
、
糸

魚
川
市
に
位
置
す
る
日
本
百
名
山
「
雨

飾
山(

あ
ま
か
ざ
り
や
ま)

」
に
源
流
を

な
す
根
知
川
支
流
域
で
実
施
し
て
い
る

復
旧
治
山
事
業
で
す
。

こ
の
地
区
は
、
過
去
に
豪
雨
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
山
腹
崩
壊
地
か
ら
の

土
砂
が
下
流
の
国
道
や
鉄
道
に
被
害
を

与
え
た
こ
と
か
ら
、
下
流
の
民
有
林
を

担
当
す
る
新
潟
県
と
連
携
し
、
特
定
流

域
総
合
治
山
事
業
と
し
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
渓
流
の
安
定
と
浸
食
防
止
を
図

る
た
め
の
谷
止
工
（
ダ
ム
）
を
主
体
に

復
旧
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。



平
成
27
年
11
月
11
日
に
棚
倉
森
林
管
理

署
管
内
に
お
い
て
周
辺
森
林
管
理
署
及
び

関
係
請
負
事
業
体
等
の
参
加
の
も
と
、

「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
推
進
の
た
め

の
列
状
間
伐
現
地
検
討
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

昨
年
度
は
、
列
状
間
伐
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
茨
城
森
林
管
理
署
管
内
の

列
状
間
伐
施
業
地
に
お
い
て
開
催
し
、
伐

倒
・
集
材
時
の
安
全
が
確
保
で
き
、
低
コ

ス
ト
で
高
効
率
な
施
業
が
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
森
林
管
理

署
の
列
状
間
伐
に
対
す
る
取
組
が
あ
ま
り

進
ん
で
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
発
注
者
と
し
て
作
業
の
安
全
性

が
高
く
、
高
効
率
低
コ
ス
ト
施
業
の
認
識

を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
た
め
検
討
会
の
開

催
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

総
勢
１
３
０
人
（
事
業
体
関
係
者
50
名
、

県
関
係
者
４
名
、
局
署
職
員
76
名
）
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
は
、
棚
倉
町
の
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉

で
開
催
し
ま
し
た
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
寺
川
森
林
整
備
部
長

よ
り
「
森
林
資
源
の
成
熟
に
よ
り
今
後
は

主
伐
に
伴
う
再
造
林
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
伐
採
跡
地
の
確
実
な
更
新

を
担
保
し
つ
つ
、
森
林
吸
収
源
対
策
と
し

て
民
国
合
わ
せ
て
年
平
均
52
万
㌶
の
間
伐

の
予
算
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
た
め
林
野
庁
で
は
平
成
28
年
度
予

算
要
求
に
際
し
て
、
低
コ
ス
ト
化
に
向
け

て
、
造
林
補
助
金
の
思
い
切
っ
た
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。

国
有
林
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
化
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
予
算
事
情
も
あ
る

が
、
民
有
林
か
ら
注
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
意
識
し
て
、
取
組
の
加
速
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

来
年
度
か
ら
初
回
間
伐
は
原
則
列
状
で

あ
り
、
当
検
討
会
を
通
じ
列
状
間
伐
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
効
の
伴
う
低
コ

ス
ト
作
業
の
推
進
及
び
林
業
労
働
安
全
の

確
保
に
期
待
す
る
。

事
業
体
の
方
々
も
今
回
の
検
討
会
で
納

得
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
列
状
間
伐
の
推

進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
」
旨
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
主
催
署
で
あ
る
棚
倉
森
林
管
理

署
坂
井
署
長
よ
り
、
「
林
業
に
お
け
る
労

働
災
害
の
発
生
率
の
高
い
現
状
を
ふ
ま
え
、

事
業
の
発
注
者
で
あ
る
森
林
管
理
署
が
、

列
状
間
伐
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
少

し
で
も
伐
倒
に
よ
る
か
か
り
木
を
減
少
さ

（３）平成２８年２月２４日 関 東 森 林 管 理 局 第１４０号

参加者

寺川森林整備部長挨拶

午
前
の
部

棚
倉
森
林
管
理
署
に
お
い
て
列
状
間
伐
現
地
検
討
会
を
実
施

森
林
整
備
部

資
源
活
用
課

坂井棚倉森林管理署長



せ
、
労
働
災
害
の
減
少
に
努
め
て
い
き
た

い
。
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム

へ
の
取
組
（
列
状
間
伐
の
す
す
め
）
」
と

い
う
題
名
で
渡
邉
間
伐
推
進
担
当
企
画
官

よ
り
、
ス
ラ
イ
ド
と
配
布
資
料
を
用
い
て

「
国
産
材
の
現
状
を
踏
ま
え
た
低
コ
ス
ト

施
業
の
必
要
性
、
列
状
間
伐
を
導
入
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
及
び
列
状

間
伐
の
優
良
取
組
事
例
等
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
保
育
間
伐
活
用
型
の
収
穫
調

査
は
「
軸
足
を
列
状
間
伐
に
置
い
た
考
え

方
」
で
施
業
方
法
を
計
画
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
参
加
し
た
事
業
体
に
対
し
て
、
事

業
体
の
間
伐
コ
ス
ト
削
減
の
必
要
性
、
産

業
と
し
て
の
林
業
経
営
を
再
生
す
る
た
め

に
は
、
事
業
体
の
安
定
し
た
経
営
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
、
森
林
資
源
の
現
状
等
か

ら
み
る
と
目
指
す
べ
き
「
林
業
の
成
長
産

業
化
」
は
不
可
能
で
な
い
こ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
鮫
川
村
の
鹿
角
平
観
光
牧
場

に
隣
接
す
る
会
場
に
移
動
し
、
棚
倉
森
林

管
理
署
の
列
状
間
伐
施
業
地
に
お
い
て
、

棚
倉
森
林
管
理
署
山
浦
総
括
森
林
整
備
官

よ
り
事
業
地
の
概
要
、
施
業
前
の
林
地
の

状
況
、
収
穫
調
査
時
点
の
標
準
地
を
再
現

し
た
プ
ロ
ッ
ト
を
用
い
て
列
状
間
伐
の
収

穫
調
査
の
手
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
を
実
施
し
た
有
限
会
社
ス

ズ
キ
木
材
（
奥
久
慈
林
業
協
同
組
合
）
の

鈴
木
主
任
と
同
作
業
員
よ
り
、
は
じ
め
て

列
状
間
伐
を
施
業
す
る
に
当
た
っ
て
の
体

験
談
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
生
産
性
の
向
上
、
伐
倒
に
よ

る
か
か
り
木
の
発
生
頻
度
及
び
林
地
残
材

を
利
用
し
た
残
存
木
へ
の
配
慮
等
で
話
が

あ
り
、
中
で
も
苦
労
し
た
伐
採
列
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
作
業
を
す
る
中
で
３
人
が

セ
ッ
ト
と
な
り
森
林
作
業
道
、
尾
根
及
び

中
段
に
人
を
配
置
し
見
通
す
こ
と
に
よ
っ

て
ス
ム
ー
ズ
な
伐
採
列
の
選
定
が
で
き
時

間
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
尺
棒
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
列
を
管
理
・
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
生
産
性
の
向
上
」

「
か
か
り
木
の
発
生
の
頻
度
」
等
々
の
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
参
加
者
間
で
列
状
間

伐
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。最

後
に
、
内
海
資
源
活
用
課
長
よ
り

「
列
状
間
伐
は
事
業
体
の
労
働
安
全
を
図

る
う
え
で
、
伐
倒
に
よ
る
か
か
り
木
の
発

生
が
少
な
く
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

事
業
の
発
注
者
と
し
て
、
当
検
討
会
を

通
じ
、
安
全
か
つ
低
コ
ス
ト
高
効
率
な
作

業
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
列
状
間
伐
が
よ
り
一

層
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。
」
と

の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。
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渡邉企画官の説明

現地検討会

午
後
の
部



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
市
民

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
秋
期
以
降
に

実
施
し
た
活
動
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅳ
】

今
年
度
４
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
谷
田
貝
光
克
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
、
高
尾
山
国
有
林
の

自
然
学
習
体
験
施
設
で
12
月
19
日
（
土
）

に
受
講
生
17
名
と
聴
講
生
15
名
（
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
」
）
が
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
に
「
伏
せ
焼
き
」
１
箇
所

（
ス
ギ
材
）

と
ド
ラ
ム
缶

窯

２

箇

所

（
竹
材
）
の

３
班
に
分
か

れ
、
各
窯
の

焚
き
口
か
ら

団
扇
で
窯
中

に
火
入
れ
の

た
め

熱
風
を
送
り

込
み
、
予
定

し
て
い
た
時

間
内
に
作
業

を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

午
後
は
、

谷
田
貝
先
生

の
「
森
林
の

恵
み
と
共
に

～
炭
焼
き
、
そ
し
て
森
の
香
り
～
」
と
題

し
た
講
義
で
、
①
炭
の
種
類
・
構
造
・
新

た
な
用
途
、
②
木
酢
液
の
抗
菌
、
抗
ウ
イ

ル
ス
作
用
、
植
物
成
長
促
進
作
用
、
③
木

の
に
お
い
は
気
分
を
和
ら
げ
ス
ト
レ
ス
を

低
減
、
④
ス
ギ
の
香
り
は
胃
潰
瘍
を
抑
え
・

咳
を
抑
え
・
睡
眠
効
果
を
高
め
、
花
粉
症
・

ア
ト
ピ
ー
の
か
ゆ
み
を
止
め
る
、
⑤
笹
餅
・

桜
餅
な
ど
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
は
生
活
の
中

で
身
近
に
利
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
受
講

生
は
興
味
深
く
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
窯
閉
め
」
の
説
明
を
行
い
、

次
に
簡
単
に
炭
を
作
る
「
花
炭
」
を
体
験

し
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、
「
炭
の
効
果
を
改
め

て
認
識
し
た
」
「
木
の
様
々
な
効
果
や
海

外
に
お
け
る
炭
の
利
用
に
つ
い
て
も
知
る

こ
と
が
で
き
た
」
「
木
の
香
り
が
身
体
に

及
ぼ
す
影
響
を
学
べ
た
」
「
子
供
に
も
炭

焼
き
を
体
験
さ
せ
た
い
」
な
ど
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
好
評
の
う
ち
に
日
程
を
終
え

ま
し
た
。

【
森
林
教
室
等
】

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学
校
４
・
５
年

生
の
社
会
科
や
理
科
の
学
校
教
科
書
に
沿
っ

て
、
「
産
業
と
し
て
の
森
林
・
林
業
」
や

「
人
々
の
生
活
と
環
境
・
森
林
と
の
関
係
」

等
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
の
学
校
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
学
校
と
連
携
し
森
林
教
室

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

校
外
学
習
の
季
節
を
迎
え
る
秋
期
以
降

に
は
、
渋
谷
区
立
加
計
塚
小
、
墨
田
区
立

菊
川
小
、
八
王
子
市
立
み
な
み
の
君
田
小
、

同
上
柚
木
小
、
同
第
三
小
、
同
片
倉
台
小
、

同
七
国
小
、
同
城
山
小
、
横
浜
市
立
下
田

小
、
同
谷
本
小
、
相
模
原
市
立
作
の
口
小

の
11
校
約
１
０
０
０
名
が
森
林
散
策
な
ど

の
体
験
を
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、

地
球
温
暖
化
防
止
と
森
林
の
役
割
、
樹
木

の
生
長
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
職
員
が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で

学
ん
だ
後
、
丸
太
切
り
の
体
験
や
森
林
散

策
を
行
い
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
は
、

「
中
身
の
濃
い
森
林
教
室
で
し
た
」
と
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
特
別
企
画
リ
ー
ス
作
り
体
験
教
室
】

11
月
30
日
（
月
）
～
12
月
4
日
（
金
）

の
5
日
間
「
リ
ー
ス
作
り
体
験
教
室
」
を

開
催
し
、
期
間
中
は
約
40
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ワ
ク
ワ
ク
い
っ
ぱ
い
の
楽
し

そ
う
な
表
情
で
、
ツ
ル
や
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

の
輪
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
飾
り
つ
け
る
木

の
実
や
葉
っ
ぱ
を
選
び
、
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
「
小
学
校
時
代
の
工
作

時
間
を
思
い
出
し
た
」
「
自
分
だ
け
の
素

敵
な
リ
ー
ス
が
で
き
た
」
と
大
満
足
の
様

子
で
、
「
ま
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
」
と
、
う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（５）平成２８年２月２４日 関 東 森 林 管 理 局 第１４０号
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矢田貝先生の講義



大
平
森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
の
県
南

中
央
に
位
置
す
る
岩
瀬
郡
天
栄
村
の
う
ち
、

支
署
全
体
の
３
分
の
１
に
当
た
る
１
万
㌶

を
管
理
し
て
い
ま
す
。

天
栄
村
は
、
昭
和
30
年
の
合
併
か
ら
村

制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
村
名
は
、

ほ
ぼ
村
の
中
心
に
あ
る
天
栄
山
（
標
高
８

８
１
㍍
）
か
ら
名
を
つ
け
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
天
栄
村
は
、
奥
羽
山
脈
を
挟
ん

で
釈
迦
堂
川
流
域
の
太
平
洋
側
と
鶴
沼
川

流
域
の
日
本
海
側
に
ま
た
が
り
、
東
西
約

36
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
ま
す
。

ま
た
、
農
業
用
水
の
不
足
し
が
ち
な
白

河
地
域
に
供
給
す
る
阿
賀
野
川
水
系
の
羽

鳥
ダ
ム
は
ア
ー
ス
ダ
ム
（
主
に
土
を
用
い
、

台
形
に
築
い
た
ダ
ム
）
と
し
て
全
国
屈
指

の
規
模
を
誇
り
、
ダ
ム
周
辺
に
は
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
羽
鳥
湖
（
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
）
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
外
、
天
栄
、
湯
本
、

二
岐
な
ど
の
温
泉
も
点
在
し
、
年
間
を
通

じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
で
33
回
目
と
な
る
二
岐
山
（
標
高

１
５
４
４
㍍
）
の
山
開
き
に
は
、
約
４
２

０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
山
頂
か

ら
は
、
飯
豊
連
峰
や
磐
梯
山
、
羽
鳥
湖
高

原
一
帯
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
大
パ
ノ

ラ
マ
を
満
喫
で
き
ま
す
。

二
岐
山
の
麓
に
は
、
風
力
発
電
（
平
成

11
年
よ
り
）
や
地
熱
発
電
（
平
成
17
年
よ

り
）
と
い
っ
た
施
設
が
設
置
さ
れ
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

当
事
務
所
も
他
事
務
所
と
同
様
の
業
務

で
は
あ
り
ま
す
が
、
冬
に
は
多
量
の
降
雪
・

積
雪
が
あ
る
た
め
、
春
か
ら
秋
ま
で
の
期

間
に
現
場
業
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

地
元
の
方
々
か
ら
の
要
望
に
も
即
対
応

す
る
こ
と
、
代
々
の
森
林
官
が
引
き
継
い

で
き
た
国
有
林
を
次
世
代
に
引
き
継
げ
る

よ
う
森
林
整
備
す
る
こ
と
に
留
意
し
な
が

ら
、
業
務
遂
行
し
て
き
ま
す
。

４
月
に
着
任
し
て
か
ら
約
10
ヶ
月
た
ち

ま
す
が
、
ま
だ
行
け
て
い
な
い
箇
所
も
あ

る
の
で
、
支
署
職
員
及
び
元
職
員
で
あ
る

非
常
勤
職
員
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
引
き
続
き
管
内
把
握
に
努
め
て
い
く

こ
と
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
明
る
く
楽
し
く
か
つ
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
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